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一
五
六
回

経
営
の
散
歩
道

富
山
短
期
大
学
名
誉
教
授
　
川
中
清
司

小
泉
純
一
郎
普
日
相
の
祖
父

の
小
泉
又
次
郎
逓
信
大
臣
は
、

親
分
肌
で
男
気
が
あ
り
、
「
入

れ
墨
の
又
さ
ん
」
　
と
呼
ば
れ

た
。請
け
負
い
業
に
生
ま
れ
、

独
学
で
小
学
校
の
助
教
か
ら

政
界
に
は
い
り
、
民
政
党
の

幹
部
と
な
っ
た
。

若
い
頃
は
、
日
露
戦
争
後

の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
反
対

運
動
で
、
日
比
谷
焼
き
打
ち

事
件
の
旗
を
振
り
、
普
通
選

挙
推
進
運
動
の
闘
士
だ
っ
た
。

「
俺
は
野
人
で
い
い
。
大

臣
な
ど
な
ら
な
い
」
　
と
強
く

断
っ
た
が
、
国
の
た
め
に
命
を

か
け
る
君
の
助
け
が
要
る
と
懇

願
さ
れ
て
引
き
受
け
、
あ
と
で

「
野
人
の
歴
史
を
汚
し
て
し
ま
つ

た
」
　
と
悔
や
ん
だ
と
い
う
。

大
臣
に
な
っ
て
、
宮
中
に
参

内
す
る
に
も
モ
ー
ニ
ン
グ
が
な

く
、
友
人
か
ら
借
り
た
。
馬
車

が
な
い
の
で
内
務
大
臣
の
足
立

謙
蔵
に
乗
せ
て
貰
っ
た
が
、
宮

中
の
玄
関
で
御
者
と
間
違
え
ら

れ
て
ひ
と
悶
着
し
た
。

「
役
人
の
金
の
使
い
方
が
日

に
余
る
」
　
と
、
井
上
準
之
助
蔵

相
に
迫
り
、
閣
議
で
節
約
令
を

決
め
さ
せ
た
。

支
持
率
八
六
％
、
追
い
風

改
革
に
挑
む

小
泉
首
相
は
　
「
恐
れ
ず
、
ひ

る
ま
ず
、
と
ら
わ
れ
ず
」
　
聖
域

な
き
構
造
改
革
を
や
り
抜
く
、

反
対
す
る
も
の
は
た
と
え
自
民

党
で
も
　
「
抵
抗
勢
力
」
　
だ
と
国

会
演
説
で
決
め
つ
け
た
。

党
首
討
論
で
鳩
山
民
主
党
百

は
　
「
志
半
ば
で
倒
れ
た
ら
私
達

が
骨
を
拾
っ
て
あ
げ
ま
す
か
ら
」

と
言
う
な
ど
、
野
党
も
攻
め
あ

と
か
わ
し
た
。

だ
が
、
経
済
諮
問
会
議
の
基

本
方
針
は
　
「
必
ず
守
る
。
調
整

不
能
な
事
態
が
起
き
た
ら
、
最

後
の
決
断
の
責
任
は
私
に
あ

る
」
　
と
き
っ
ば
り
明
言
し
た
。

財
源
の
見
直
し

▽
国
債
発
行
は
三
〇
兆
円
以
内

に
抑
制
す
る
。

経
済
再
生
の
シ
ナ
リ
オ
は
、

小
泉
改
革
の
行
方

2
1
世
紀
を
考
え
る
（
6
）

・
ぐ
ん
だ
。

六
月
二
十
九
日
、
攻
防
百
五
十

日
の
国
会
が
終
わ
り
、
記
者
か

ら
　
「
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
内
閣
だ
っ

た
」
　
と
椰
檜
さ
れ
て
も
、
「
別

に
気
に
し
て
い
な
い
。
政
治
に

関
心
の
な
か
っ
た
層
も
関
心
を

持
ち
始
め
た
。
そ
れ
で
も
良
か

っ
た
じ
ゃ
な
い
の
」
　
と
さ
ら
n
ソ

▽
今
後
二
、
三
年
で
不
良
債
権

を
抜
本
解
消
。
そ
の
間
は
低
成

長
を
甘
受
し
痛
み
を
耐
え
る
。

▽
失
業
対
策
と
五
三
〇
万
人
の

新
規
雇
用
の
創
出
・
高
齢
者
の

医
療
費
や
、
社
会
保
障
の
負
担

の
見
直
し
・
六
三
〇
兆
円
の
公

共
投
資
、
道
路
な
ど
特
定
財
源

見
直
し
・
市
町
村
再
編
と
地
方

日
銀
の
七
月
三
日
の
「
短
観
」

で
は
、
景
況
感
の
一
層
の
悪
化

を
確
認
し
、
夏
以
降
さ
ら
に
深

刻
化
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

不
良
債
権
の
処
理
が
進
み
、

銀
行
は
自
己
涛
貝
本
を
高
め
る
た

め
資
金
回
収
を
強
め
る
。
中
小

企
業
の
多
く
は
資
金
繰
り
が
苦

し
く
、
担
保
の
余
力
が
底
を
つ

き
融
資
が
受
け
ら
れ
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
倒
産
と
失

業
が
増
え
る
。

医
療
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど

新
分
野
の
開
発
を
急
ぎ
、
失
業

救
済
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
布
い

て
も
厳
し
い
痛
み
は
必
至
だ
。

改
革
と
共
に
、
手
術
に
耐
え

ら
れ
る
処
方
箋
も
必
要
だ
。


